
 

 

第52回熊谷市勤労者スポーツ大会  

ソフトボールの部  実施要項 
１ 趣 旨 勤労者相互の親睦と理解を深め、スポーツ精神に基づき明朗な市民性

を養い、併せて健康の増進を図る。 
２ 主 催 熊谷市 
 共   催 (公財)熊谷市スポーツ協会 
 主 管 熊谷市勤労者スポーツ大会運営委員会 
 
 

協 賛 「連合埼玉」熊谷・深谷・寄居地域協議会、 
熊谷商工会議所、くまがや市商工会、(一社)熊谷青年会議所、 
ものつくり熊谷、熊谷市商店街連合会、熊谷市教育委員会、 
熊谷市卓球連盟、熊谷市ソフトボール協会 

３ 日 時 令和8年8月30日（日）、9月6日（日）、予備日 13日（日） 
  ※雨天等により試合を消化できない場合は抽選により順位を決定する。 
  受 付 午前8時 

  開 会 式 令和8年8月30日（日）午前8時30分（※雨天中止等の場合は翌週実施） 

  競技開始 午前9時（大会初日）、午前8時30分（大会二日目以降） 

  閉 会 式 全試合終了後 

４ 会 場 熊谷荒川緑地ソフトボール場 
５ 出場資格 (1) 熊谷市在住の勤労者もしくは市内在勤者又はその家族であって、

15歳以上の者とする。（生徒・学生は除く。） 
  (2) 事業所からの出場については、1事業所1チームとする。 
  (3) 1チームの編成は20人以内とする。 
  (4) 熊谷市ソフトボール協会の1部に登録しているチームも 

参加可能とする。 
  ※選手の追加・変更は代表者会議までとし代表者会議当日に変更した

選手名簿（必要な場合は在勤証明書も）を持参すること。 
６ 試合方法 ・トーナメント方式による。 

・前回大会の成績上位チームはシードとする。 
・試合球は検定12inch球とし、主催者が準備する。 

７ 申込方法 (1) 申込期間は令和8年7月10日(金)～13日(月)  
なお、先着32チームをもって申込みを締め切りとする。 

  (2) 申込みは、次のとおりとする。 
   ア 事業所からの出場チームは、事業主が申込むものとする。 

（在勤証明書は不要。） 
   イ 事業所以外の出場チームは、代表者が申込むものとする。 

（住所が市外の選手は在勤証明書が必要） 
  (3) 参加費は1チーム5,000円とし、申込み時に払い込む。 

（申込み後のキャンセル及び当日不参加の場合、返金不可） 
  (4) 申込受付窓口 
   熊谷市ソフトボール協会事務所  

住所 熊谷市下奈良290番地 
時間 午前9時～午後3時 
電話 090-3090-6440（西田）・090-4128-2069（並木） 
※以下のホームページから申込書等データのダウンロードが可能 
https://www.city.kumagaya.lg.jp/kurashi/service/kinrousya/kinroshasoftball.html 

８ 表 彰 表彰は、3位までとする。 
９ そ の 他 (1) 代表者会議 令和8年7月29日（水）午後6時30分から 

熊谷市立商工会館 大ホール 
参加チームの代表者により組合せ抽選を行う。 

  (2) 競技中のケガ等については、主催者において応急処置は行うが、
以後の責任は負わない。 

 【問合せ先】熊谷市勤労者スポーツ大会運営委員会事務局 
熊谷市 企業活動支援課 電話048-594-6820（直通） 

 



 

熊谷市勤労者スポーツ大会    

 ソフトボールの部 競技規程 

１ 競技者は運動服を着用すること。 

２ バットは日本ソフトボール協会公認12inch（旧 3号）バットとする。 

３ 本大会の使用球は検定12inch球とし、主催者が準備する。 

４ 打者、次打者、走者は必ずヘルメットを着用のこと。捕手は必ずマスク、ヘルメット、ス

ロートガード、ボディプロテクターを着用のこと。 

５ 競技者は必ず帽子を着用のこと。但し、女子選手については任意とする。 

６ 競技者は予め登録した背番号をつけること。（縦横20㎝以上・4ヶ所を止める） 

７ 打順表は4部作成し試合開始予定時間30分前までに各コートの審判員へ提出し攻守の順をコ

インで決定する。第2試合以降は前の試合3回終了時までに各コートの審判員へ提出し攻守の

順をコインで決定する。 

８ ベンチは組み合わせ番号の若い方が一塁側とする。 

９ シートノックは後攻チームより各5分あて、審判員の指示により行う。但し、天候 

時間等の都合により、時間の短縮または行わない場合がある。 

10 グランド状況による特別グランドルールについては、当該グランドにおいてプレートアン

パイヤーが指示する。 

11 ファウルボールの処理は原則としてボールに近いベンチのチームが行うものとする。 

12 審判員の判断に基づく判定に抗議は許されない。但し、ルール適用上の疑義については監

督に限り質すことができる。 

13 得点差コールドについては次のとおりとし、全試合に適用する。 5回以降7点差 

14 本大会は７０分の制限時間を適用し、７０分を超えて新しいイニングには入らない。 

  なお、試合の状況により７０分に満たない場合でも新しいイニングに入らない場合 

  がある。 

15 ７回終了時および、７０分経過時に同点の場合は「タイブレーク」に入る。「タイブ   

レーク」は２回までとし決着がつかない場合は、抽選により勝敗を決める。 

16 試合予定時刻に遅れた場合、及び開会式に無断欠席の場合は棄権とみなし 

処置をとる。途中棄権、不戦敗は表彰の対象としない。 

17 チーム編成にあたっては、女子も可とする。生徒・学生は不可とする。なお、女子のピッ

チャーは男子と同じ距離から投球すること。 

18 その他競技規則については、2026年日本ソフトボール協会オフィシャルルールを適用する。 


